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アジ研図書館には世界各地で発行されている
新聞が数多く所蔵されていて、私はよく利用させてもらっています。新聞は、もちろんその内容を鵜呑みにすることは危険ですが 上手に用いれば、世界各地でおきた事件やそれに対する人々の見方を直接知ることのできる貴重な資料です。とりわけ、アジ研図書館 は、日本のマスメディアなどではなかなか取り上げられないアジアやアフリカの国々の新聞を読むことができますので、それら 地域に関心 持っている者にとって宝の山にも等しい場所であるといえここでは私 アジ研図書館 の新聞の楽しみ方についてお話しさせていただきたいと思います。　
まず、アジ研図書館一階奥にある新聞コー
ナーをみてみましょう。そこには、世界各国から届けられた新聞のうち最近のものにつ て現物が置かれています。言語や文字 紙の質や大きさもさまざまなそれら 新聞をながめているだけで、世界各地の家庭やコーヒーショップでそれらの新聞を手に取っている人々の姿が目浮かんでくるようでとても楽し 気持ちになります。実際に読むとなると、確かに言語の壁が立ちふさがることもありますが、幸いな とに多くの国では英語の新聞が発行されているので、それを利用してはいか でしょうか。　
新聞では、世界各地の出来事を知ることがで
きるだけではありません。日本 起きた出来事が海外にどうみられているかを調べてみるのも
興味深いものです。私は二〇一一年の東日本大震災が同じく大きな地震を経験したインドネシアで、どのように受け止められたかを調べてみたことがあります。同じ被災国として日本にたいへん同情を寄せるとともに、地震への備えの進んだ日本で起きた悲劇に、人間の能力を超えた神の力をみるような社説や読者の声がしばしばみられた点が印象的でした。　
多くの新聞には広告欄があって、これもみて
いて飽きません。電化製品や自動車などは今、現地でどのメーカーのどのような製品が売られていて、どのくらいの値段であるのか日本にながらにして知ることができます。海外赴任や出張の前などにチェックさ てはいかが しょうか。特に日曜版な には料理 レシピが載っていることもしばしばあります。これらを利用して見知らぬ国の料理に挑戦してみる も面白いでしょう。　
また、アジ研図書館では古い新聞をマイクロ
フィルム化 保存してくれていて、これはいへん役に立ちます。マイクロフィルムというと何か面倒な気がするかも れませんが アジ研では読み取りの機械も用意されており簡単にみるこ ができます。現物の新聞よりむ ろ場所をとらずに便利です。　
まず、事前に自分が調べたいと思う地域や年
代の新聞の所蔵状況をネット どで確認しましょう。マイクロフィルムで所蔵されているこ
とが分かったらしめたものです。利用の二日前までに電話かメールで予約を入れておきましょう。あ は当日、受付でフィルムを受け取り、専用の機械でフィルムを画面に映して読むだけです。機械の操作も親切に教えてもらえるので心配ありません。関心ある記事は複写することもできま　
古い新聞記事ならネットで検索できるとか、
デジタル化されたデータベースの方が便利だという人もいるかもしれ そのような意見にも一理あります。マイクロフィルム 新聞では、 例えばキーワード検索ができ せん で 日付順に並んだ新聞を一ページずつめくりな ら目当ての記事を探さなければならないから す。　
しかし、だからこそ分かることもたくさんあ
るのです。マイクロフィルムのページをめくっていくと、その当時の国内外の社会問題や世相について 情報が目に飛び込んできます。ホットだった社会問題、 人気を集めていた歌や映画、ファッションや芸能情報、新型の自動車やカメラの紹介など、当時の社会 様子をそこから知ることができるのです。目当ての記事だけを検索して拾い出すやり方 はこうはいきません。いわば、マイクロフィルムを通して私たちは当時の社会への「タイムスリップ」を経験することができるのです。調べたい出来事や事件もこうした同時期の背景を知ることで より深く理解することができる しょう。　
読者の皆さんも、アジ研図書館の新聞資料を利
用して、自分が関心のあ 地域や時代へのタイムスリップを経験してみてはいかがでしょうか。
（きむら
　
としあき／東北大学大学院文学研究科准教授）
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